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《
会
員
著
書
紹
介
》

瀬
里
廣
明
著

『露
伴
と
大
拙

=

儒
と
禅
と
念
仏

の
世
界
」

本
書

は
、
既

に

『
文
明
批
評
家

と
し
て
の
露
伴
』

(未
来

社

・
昭

四
九
)

等

を
初

め
と

し
て
、
露
伴

の
儒

・
仏

・
道
を
横
断

す
る
巨
大

な

「東
洋
的
知
」

と

し
て
の
思
想
を
検
証

し
、

そ
こ
に
瀕

る
反

「近
代
」
性
を
追
求
し
続

け
て
き

た

著
者

の
、
最
新

の
論
孜
を
録

し
た
も
の
で
あ
る
。

「幸

田
露

伴

の
仏
教

思
想

」

「幸

田
露
伴

と
鈴
木
大
拙
」

「露
伴

の

『易
数
』

と

一
即

一
切

」

「
露

伴

の
精
神

世
界
」

の
四
編
を
収

め
る
。

幸

田
露
伴
を
西

田
幾
太
郎

・
鈴
木
大
拙

と
い
う
日
本
近
代

の
生

ん
だ
反

「
近

代
」
的
思
想
家

に
比
す

る
こ
と
に
よ
り
、

そ

の
思
想

の
広
汎
な
射
程
を
明
ら

か

に
し

て
き

た
著
者

で
あ
る
が
、
本
書

に
於

い

て
は
そ
れ
に
加

え
ア
リ

ス
ト
テ

レ

ス
、

ハ
イ
デ

ッ
ガ
ー
等

と
の
比
較

を
通
し

て
、
所

謂
東
洋
精
神
哲
学

の
範
疇
を

超

え
た
更

な
る
根
源
的

・
汎
世
界
的
精
神

哲
学

と
し
て
の
露
伴

の
思
想

の
可
能

性
を
目
し

た
か

に
見
え
る
。

と
り
わ
け

ア
リ

ス
ト

テ
レ
ス
と
露
伴

の
思
想
的
親

近
性

の
指
摘

は
本
書

の
示
す
新
視
角

で
あ
る
が
、
無
論
両
者

の
直
接
的

な
影
響

関
係
を
必
ず
し
も

云
々
す

る
も
の
で
は
な
く
、

両
者

に
通
底
す

る

「哲
学
」

の

呼
応

か
ら
普
遍
的

な
精
神
哲
学
を

見
出

す
比
較
文
学
的

な
過
程

と
諒
す

べ
き

も

の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
時
代

・
国
境

を
も
横
断

し
な
が
ら
各

々
の
思
想
家

に

通
底
す

る
哲
学

の
核
心

を
見
出

そ
う
と
す

る
著
者

の
方
法

は
ま
さ
に
露
伴

の
そ

れ
に
比
す

べ
き

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

著
者

が
取

り
出

そ
う
と
す

る
露
伴

の
思
想

は
、

「雑
学

の
束
」

等

と
椰

楡

さ

れ
る
こ
と
す
ら
あ

っ
た
露
伴

の
博
学

と
無
縁

で
は
な
い
。

日
常
茶
飯

の
極

く
卑

近

な
こ
と
に
始

ま
り
、
儒

・
仏

・
道
を

通
ず

る
東

洋
精

神
哲

学

に
ま

で
至

る

(或

い
は
そ
れ
す
ら
超

え
る
)
露
伴

の
知
識

は
そ
の
全

て
を
包
摂

し

つ
つ
連

続

し
て
お
り
、
卑
近
な
も

の
と
高
尚
な
も

の
と

の
間

に
断
絶

は
な

い
。

「
喫
茶

喫

飯
底
を
離
れ
て
特
異
霊
妙
の
一
物
あ
る
に
非
ず
」
ー

露
伴
の
思
想
の
広
汎
さ

と
捉

え
難

さ
は
そ
こ
に
起
因
し

て
い
る
。
本
書

は
そ
う
し
た
広
汎
さ
を
捉
え
よ

う
と
す

る
著
者

の

一
連

の
論
放

の
円
熟
を
よ
く
窺

い
知

る
こ
と

の
出
来
る
も

の

と
言

え
よ
う
。

(平
成
七
年
七
月

白
鴎
社

A
5
判

二
四
八
頁

二
○
○
○
円
)

柏
原
卓
編
『和
歌
浦
物
語
」

本
書

は
、
和
歌
山
大
学
紀
州
藩
文
庫
蔵

『
和
歌
浦
物
語
』
を
翻
刻
、
頭
註
を

施
し
、
更

に
綿
密
な
解
説
を
付
し

て

一
書
と
し
た
も

の
で
あ

る
。

『
和

歌
浦
物

語
』

は
乾
坤

二
冊
。
紀
州
名
高
浄
土

宗
専

念
寺

第
十

四
世

住
職

で
あ

る
全

長

(～
延
享

四
年

〔
一
七
四
七

〕
入
寂
)

に
よ

っ
て
編
ま
れ
た
も

の
で
、
和

歌
浦

及
び
和
歌
道
沿
道

の
名
所

に

つ
い
て
、
そ

の
名
義

・
由
来
を
考
証
し
、

同
時

に

そ
の
名
所

の
現
状
を
詳
し
く
記
述
し

て
い
る
。

周
知

の
通

り
、
和
歌
浦

は

『
万
葉
集
』
以
来

の
著
名
な
歌
枕

で
あ
り
、
同
地

の
玉
津
島
社

は
和
歌
三
神

の

一
つ
と
し

て
崇
敬
を
集
め

て
き
た
。
そ

の
玉
津
島

社

が

一
度

は
廃
れ
か
け
た
も

の
の
、
紀
州
徳
川
初
代
藩
主
頼
宣

の
尽
力
に
よ

っ

て
再
興

さ
れ

た
経
緯

は

『
和
歌
浦
物
語
』
本
文

に
記
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
と
共

に
か
の
地
を
訪
れ

る
人

々
の
層
も
広
が
り
、
文
学

の
題
材
と
し

て
も
和
歌

の
み

な

ら
ず
、
漢
詩

・
俳
諸

・
狂
歌
な
ど

に
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た

こ
と

は
、
本
書

の

「
解
説
」

の
部

に
詳
し

い
。
伝
統
的
な
歌
枕

の
近
世

紀

に
於
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け

る
受
容

の

一
端
が
窺
え

て
興
味
深

い
。

そ
う
し
た
状
況

の
中

で
生
ま
れ
た

『
和

歌
浦

物

語
』

に

つ
い
て
編
者

は
、

「
語
学
的
考
証

に
は
多
少

の
欠
点
も
な
く
は
な

い
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
名
所

の

名
義
由
来
考
証
が
詳
し
く
独
自

の
も

の
も
含
む
」
、
「
現
状
記
述
が
精
密

で

『
紀

伊
国
名
所
図
会
』
な
ど
を
補
う
と

こ
ろ
大

で
あ

る
」
と

そ
の
資
料
的
価
値
を
規

定
し

て
い
る
。
そ
し

て

『
和
歌
浦
物
語
』

の
成
立

に
影
響
を
与
え
た
先
行
書
を

考
証
す

る
過
程

に
於
け

る
、
貝
原
益
軒

の

『
諸
州

め
ぐ
り
』
が

「
本
書

の
成
立

を
促
し
終
始
対
抗
意
識

の
対
象

に
な

る
、
と

い
う
形

で
影
響
を
与
え
た
」
と

い

う
指
摘

や
、
著
者
全
長
が
了
誉
上
人

の

『
古
今
集
序
註
」
を
本
書
の
要
所
に
度

々

引
用
し

て
い
る

こ
と
か
ら
推
測

さ
れ

る
、
同

じ
浄
土
宗
学
僧
と
し

て
先
人

の
墾

み
に
倣

い
自
宗

の
独
自
性
を
打
ち
出

し
て
い
こ
う
と
い
う
宗
教
的
情
熱

の
指
摘

な
ど
、
興
味
深

い
指
摘
が
多

々
な
さ
れ
て
い
る
。

『
和
歌
浦
物
語
』

は
、
編
者
が
言
及

し
て
い
る
通

り
こ
れ

ま

で
ほ
と

ん
ど
世

に
流
布
し

て
い
な

い
。

そ
れ
だ

け
に
、
文
学
伝
統

の
享
受

の

一
端
と
、
江
戸
中

期

の
紀
州

に
お
け

る
文
化

の

一
様
相

と
を
如
実

に
示
し

て
く
れ

る
本
書

の
刊
行

は
歓
迎

さ
れ

る
べ
き
も

の
で
あ

り
、

こ
の
種

の
書
物

の
更
な

る
出
現
が
大

い
に

侯

た
れ

る
も

の
で
あ

る
。

(平
成
八
年
七
月

和
泉
書
院

B
6
判

二
○
六
頁

三
、
六
○
五
円
)

白
石
良
夫
著

ち
く
ま
新
書
0
7
4

『最
後

の
江
戸
留
守
居
役
」

明
治

の
文
人

・
依

田
学
海

の
残
し

た
彪
大
な

日
記

『
学
海

日
録
』
が
、
今
井

源
衛
氏
を

は
じ
め
と
す

る
諸
氏

の
た

い

へ
ん
な
努
力

の
も
と

に
活
字
化
さ
れ
た

こ
と

は
ま
だ
記
憶

に
新
し

く

(岩
波
書
店

全
十

一
巻

・
別

巻

一
)
、

そ
の
出

版

に
ま

つ
わ
る
苦
労
は
、
本
書

の
最
終
章

「
『学
海

日
録
』
刊
行
始
末
」
に
よ

っ

て
も
う
か
が

い
知
れ
る
。
『
学
海

日
録
』
編
纂

メ

ン
バ
ー

の

一
人

で
あ

っ
た
著

者
が
、
大
規
模
な
開
拓
と
も

い
え
る
そ
の
作
業

の
中

で
、
見
事

に
育

て
上
げ
た

収
穫
物

の
う
ち

の

一
つ
が
本
書

で
あ
る
。

学
海
が
佐
倉
藩

の
江
戸
留
守

居
役

に
就
任

し
た
の
は
慶
応

三
年

二
月
、

三
十

五
歳

の
時

で
あ

っ
た
。
そ

の
わ
ず
か
八
ヵ
月
後

に
は
大
政
奉
還

が
行

わ
れ
、
明

け

て
慶
応
四
年

に
は
鳥
羽
伏
見
の
戦

い
、
江
戸
城
開
城
を
経

て
、
留
守
居
役

は

「
公
議
人
」
と
名
を
変
え

て
消
滅
す
る
。
学
海

は
、

ま
さ
に

「
最
後

の
江

戸
留

守
居
役
」
と
し

て
、
江
戸
幕
府
が
瓦
解

へ
と
む
か
う
二
年
間
を
過
ご

し
た
の
で

あ
る
。
著
者
は
そ

の
二
年
間

の
記
録

を
、
文
人

・
学
海

の

「
か
く
さ
れ
た
青
春
」

と
し

て
読
み
解
き
、
激
動

の
歴
史
を
個
人

の
視
線

か
ら
生
き
生

き
と
描
き
出
し

た
。ま
ず
、
「
剛
直

の
人
と
留
守
居
役
」
と
題

し
て
、
職
務

上

の
協
議

と
称

し

て

高
級
料
亭
や
遊
所

で
遊
興
す
る
留
守

居
役
の
実
態

へ
の
や
り
場

の
な

い
憤
愚
を

日
記
や
漢
詩

に
ぶ

つ
け
る
様
を
、
次

に

「江
戸
留
守
居

の
日
々
」
と

し
て
、
留

守
居
組
合

で
は
孤
立
し
な
が
ら
も
、

私
的
な
情
報
機
関

で
あ

る

「
新
聞
会
」

の

主
催
者

・
武
内
孫
介
と
交
遊
を
深
め
て
い
く
様
を
描

く
。
続
く

「
大
政
奉
還
と

江
戸
諸
藩
邸
」

に
は
、
藩
主
上

京
辞

退
の
奉
書
案
を
作
成
す

る
も
、

い
さ

さ
か

過
激

に
は
し
り
過
ぎ
る
傾
向

の
た
め
、

そ
の
持
参

に
随
行
す

る
こ
と
を
止
め
ら

れ
る
学
海
、
「
王
政
復
古
か
ら
戊
辰
戦
争

へ
」

に
は
、
諸

藩
連

合
軍

を
編
制

し

て
京

に
攻
め

の
ぼ
る

こ
と
を
提
案
す
る
学
海
、
と

い

っ
た
よ
う
に
、

い
ず
れ
も

明
治

の
演
劇
改
良
家
と
し

て
の
学
海
像

か
ら
は
想
像

が

つ
か
な

い
姿
が
あ

る
。

そ
の
後
学
海
は
、
慶
喜
助
命
嘆
願

の
哀
訴
状

を
携

え
て
上
京
す

る
が
、
同
盟
諸

藩

の
脱
退
な
ど

に
よ
り
嘆
願
運
動
は
頓
挫
す

る
。

そ
の
う
ち
藩
主
正
倫
が
上
京

し
、
京
都
藩
邸
を
持
た
な

い
佐
倉
藩

の
た
め
に
学
海
が
奔
走
す

る
顛
末

は

「
佐
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倉
藩
臨
時
京
都
藩
邸
」
と
題
し

て
描
か
れ

て
い
る
。

そ
し

て
、
留
守
居
役
か
ら

公
務
人
と
な

り
、

さ
ら
に
公
議
人
と

し
て
東
京
と
名
を
変
え

た
江
戸

に
戻

っ
た

学
海

は
、
「
維
新
政
府
官
吏

へ
の
道
」
を
歩

み
始
め

る
の
で
あ

る
。

学
海
が
文
学
史

に
登
場
す

る
の
は
、

こ
の
十
年

ほ
ど
後

の
こ
と

で
あ

る
が
、

著
者
が

「
緒
言
」

に
言

う
よ
う
に

「幕
末
郷
土
史
関
係

の
資
料

で
目

に
す

る
依

田
某
を
、
明
治

に
な

っ
て
文
学
史

に
登
場
す

る
学
海
と
結
び

つ
け

る
人

は
、
意

外

に
少
な

い
」
○
本
書

は
、

日
本
史
と
文
学
史
と

の
架

け
橋
と

も
な

る
好
著

で

あ

る
。

(平
成

八
年
七
月

筑
摩
書
房

二
五

四
頁

六
八
○
円
)

藤
井
茂
利
著

『古
代

日
本
語
の
表
記
法
研
究

　
東
ア
ジ
ア
に
於
け
る
漢
字
の
使
用
法
比
較

』

漢
字

・
漢
文

に
よ
る
古
代

日
本

語
の
表

記
を
、

ひ
ろ
く
東

ア
ジ

ア
諸
言
語

の

表

記
史

の
中

に
位
置

づ
け
、

と
く
に
古
代
朝

鮮
の
漢
字
音

や
表
記
法

と
の
関

わ

り
を
論

じ
続

け
て
き
た
著
者

に
よ
る
、
研
究

の
集
大
成

で
あ
る
。
本
書

は
以
下

の
三
章
十

二
編

お
よ
び
付
録

二
編

か
ら
な

っ
て
い
る
。

第

一
章

漢
字
音

に
よ
る
表
記
法

の
諸
問
題

第

二
章

漢
文

の
自
国
語
化
表

記
法

の
諸
問
題

第

三
章

漢
字

の
伝
来

と
運
用
表
記
法

の
諸
問
題

付
録

①

済
州
島
方
言
表

記
の
問
題

②

日
本
方
言

と
韓
国
方
言

第

一
章

で
は
音

仮
名

「富
」

「
品
」

「叱
」

「支
」
を

と
り
あ
げ

、

そ

の
使
用

に
朝
鮮
漢
字
音

の
影
響

の
あ
る

こ
と
を
、
ま
た
、
第

二
章

で
は
漢
文

の
形
式
を

脱
し

て
い
る

「
之
」
「
賜
」
「者

」
「在

」
の
用
法

に
朝
鮮

漢
文

の
影

響

の
あ

る

こ
と
を
明
快

に
論
じ

て
い
る
。

一
～

二
章
が
原
理
原
則

の
面
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
第
三

章

で
は
そ

の
運
用
面

に
重
き
が
置
か
れ
、
渡
来
者

の
人
名
表
記

や
個

々
の
万
葉

仮
名

の
運
用
、
ま
た
、
万
葉
仮
名
使

用
の
地
域
差
、
助
辞

「之
」

の
万
葉
集
左

註
や
風
土
記

で
の
運
用
法
、
等
々

に

つ
い
て
示
唆

に
富

む
論
を
展
開
し

て
い
る
。

ま
た
、
付
録
①

で
は

日
本
書
紀

に
み
え
る
済
州
島

の
古
称

「耽
羅
」

の
よ
み

を
現
代
済
州
島
方
言
を
も
駆
使
し

つ

つ
追
求

し
、

②
で
は
韓
国

に
お
け
る
サ

ツ

マ
イ

モ
の
方
言
を

日
本
語
お
よ
び
中

国
語

の
方
言

と
の
比
較
を
通
じ

て
考
察
す

る
な
ど
、
著
者

の
射
程

の
広
さ
が
う
か
が

い
知
ら
れ
る
。

(平
成
八
年
七
月

近
代
文
芸
社

A
5
判

四

一
九
頁

五
○
○
○
円
)

今
西
祐

一
郎
校
注

『
蜻
蛉

日
記
』

(岩
波
文
庫
)

新

日
本
古
典
文
学
大
系

『
蜻
蛉
日
記
』
(平
成
元
年
)、
平
凡
社

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

『
与
謝
野
晶
子
訳

蜻
蛉
日
記
』
(
平
成
八
年

)
に
続

く
、
今
西
祐

一
郎
氏

に
よ

る
三
冊
目

の
校
注

『
蜻
蛤
日
記
』
が
岩
波
文
庫

と
し
て
上
梓

さ
れ
た
。

本
書

は
、
従
来

の
定
説

に

一
石
を
投
じ
た
校
注
、
新
大
系

『
蜻
蛉

日
記
』

の

文
庫
化
と
も

い
う

べ
き
も

の
で
、
基
本
的

に
は
、
底
本
、
注
と
も

に
、

そ
れ
を

踏
襲
し
た
形

の
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
新
大
系
出
版

以
後

の
七
年
と

い
う
時
は
、
作
品

に
対
す
る
さ
ら
な
る
深

い
読

み
を
氏

に
求
め
得

た
の
で
あ

ろ

う
、
要
所
要
所

で
氏

の
新
し

い
見
解

を
見
出

だ
す

こ
と
が
で
き

る
。

ま
た
、
文

庫
と

い
う
性
格
上
、
新
大
系
よ
り
は
簡
潔
な
脚
注

と
な

っ
て
は
い
る
が
、

そ
れ
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は
読
者

の
理
解
を
妨

げ
る
ほ
ど
の
も
の

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
新
大
系

に
比

べ
、

は
る
か

に
廉

価

で
手

に
入
れ
や
す
く
、
使

い
や
す

い
、
と

い
う
利
便
性
を
考

え

る
と
、
難
解
な

『
蜻
蛉

日
記
』

が
、
さ
ら

に
多

く

の
読
者

を
獲
得

し
、
親

し
み

や
す

い
古
典
と
し

て
幅
広

く
世

に
受

け
入
れ
ら
れ
る

一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待

で
き
よ
う
。

「
解
説
」

で
は
、

主

に
、
平
安
時

代

に
お
け
る

「
日
記
」

と

は
何

か
、

道
綱

母

に
と

っ
て
の

「
書
く
」
と

い
う
行

為
と
は
、

の
命
題

の
も

と
に
、
平
安
女
流

日
記

の
枠
を
越
え
た
、
平
安
文
学
史

上

に
お
け
る

『蜻
蛉

日
記
』

の
位
置
付

け

が
試
み
ら
れ
る
。

な
お
、
同
氏

に
は
、
同
じ
く
日
記
文
学

に

つ
い
て
の
よ
り
詳

細
な
論
文
、
「
「私

」

の
位
置

i
土
佐

日
記

・
か
げ
ろ
ふ
日
記
ー
」

(『
岩
波
講
座

日
本
文

学
史
』

2
、
平
成
八
年
)
が
あ
る
。

巻
末

に
は

「和

歌
初

句
索
引
」
を
付
す
。

(
平
成
八
年
九
月

岩

波
書

店

文
庫

判

本
文

三
三
五
頁

六
七
〇
円
)
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